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１ 【財務報告に係る内部統制の基本的枠組みに関する事項】

代表取締役社長 秦 範男は、当社の財務報告に係る内部統制の整備及び運用に責任を有しており、企業

会計審議会が公表している「財務報告に係る内部統制の評価及び監査の基準並びに財務報告に係る内部

統制の評価及び監査に関する実施基準の設定について(意見書)」に示されている内部統制の基本的枠組

みに準拠して財務報告に係る内部統制を整備及び運用をしております。

　なお、内部統制は、基本的に企業等の４つの目的(①業務の有効性及び効率性、②財務報告の信頼性、③事

業活動に関わる法令等の遵守、④資産の保全)を達成するために企業内の全ての者によって遂行するプロ

セスであり、６つの基本的要素(①統制環境、②リスクの評価と対応、③統制活動、④情報と伝達、⑤モニタ

リング、⑥ＩＴへの対応)から構成される。この内、財務報告の信頼性を確保するための内部統制を「財務

報告に係る内部統制」と定義しているが、それを整備及び運用することにより上記４つの目的を達成し

ようとするものである。４つの目的は相互に関連を有しており、経営者が、財務報告に係る自社の全ての

活動及び社内の全ての従業員等の行動を把握することは困難であることから、それを解決すべく内部統

制を適正に整備及び運用していても、財務報告に係る内部統制により財務報告に関して虚偽の記載を完

全に防止または発見できない可能性は残ります。

　

２ 【評価の範囲、基準日及び評価手続に関する事項】

財務報告に係る内部統制の評価は、当事業年度の末日である平成22年３月31日を基準日として行われ

ており、評価にあたっては一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の評価の基準に準拠し

ております。

　本評価においては、財務報告全体に重要な影響を及ぼす内部統制(全社的な内部統制)の評価を行ったう

えで、その結果を踏まえて評価対象とする業務プロセスを選定しております。当該業務プロセスの評価に

おいては、選定された業務プロセスを分析したうえで、財務報告の信頼性に重要な影響を及ぼす統制上の

要点を識別し、当該統制上の要点について整備及び運用状況を評価する事によって、内部統制の有効性に

関する評価を行っております。

　財務報告に係る内部統制の評価の範囲は、会社について財務報告の信頼性に及ぼす影響の重要性の観点

から必要な範囲を決定しております。財務報告の信頼性に及ぼす影響の重要性は、金額的及び質的影響の

重要性を考慮して決定しており、会社を対象として行った全社的な内部統制の評価結果を踏まえ、業務プ

ロセスに係る内部統制の評価範囲を合理的に決定しております。

　業務プロセスに係る内部統制の評価範囲については、全部で１事業拠点の為、当該事業拠点を「重要な

事業拠点」としております。重要な事業拠点においては、企業の事業目的に大きく関わる勘定科目として

売上高、売掛金及び棚卸資産に至る業務プロセスを評価の対象としております。さらに、重要な虚偽記載

の発生可能性が高く、見積りや予測を伴う重要な勘定科目に係る業務プロセスやリスクが大きい取引を

行っている事業または業務に係る業務プロセスを財務報告への影響を勘案して重要性の大きい業務プロ

セスとして評価対象に追加しております。
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３ 【評価結果に関する事項】

下記に記載した財務報告に係る内部統制の不備は、財務報告に重要な影響を及ぼす可能性が高く、重要

な欠陥に該当すると判断いたしました。従って、当事業年度末日時点において、当社の財務報告に係る内

部統制は有効でないと判断いたしました。

　

記

　

(1) 　当社は過去において上級経営者層の一部により不適切な会計処理が行われ、過年度の財務

　　　諸表につき重要な修正をして公表しております。当社としては、不適切な会計処理を防止す

　　　るため、販売・購買業務等の内部管理体制強化中で、現段階では内部統制の評価期間、整備

　　　及び運用が不十分であります。

　(2) 　当社の当事業年度末の純資産額は45百万円であり、債務超過による上場廃止基準への影響

　　　等、財務報告に及ぼす質的な重要性が高くなっております。しかし、現段階では、質的な重要

　　　性を考慮した全社的な内部統制の整備及び運用は不十分であります。

　(3) 　管理部門の責任者が平成22年３月末に退職したことから、決算・財務報告プロセスにおいて

　　　責任者によるチェック・承認体制及び牽制機能が不十分になっております。

　

これらが事業年度の末日までに是正されなかった理由は、当社は比較的小規模の上場会社であり、経営

管理組織も会社の規模に見合った小規模のものであり、経理部門も経理課長を含め４名体制であること、

社内からの昇格人事、異動人事、または社外からの人材登用等についての検討期間が長期化したこともあ

り、整備及び運用に時間的制約があったためであります。

財務報告に係る内部統制の整備及び運用の重要性は認識しており、必要に応じて更なる改善を実施し、

全役職員への周知徹底を図り、過去のような不適切な会計処理を二度と発生させないこと、また、現在導

入中の購買システムより、新たな発注・原価管理を構築すること、さらに、欠員となっていた管理部門の

責任者を社内から登用して、責任者によるチェック及び承認体制の構築をすることにより、翌事業年度に

おいては、適正な内部統制の整備及び運用を実施して行く方針であります。

　

４ 【付記事項】

該当事項はありません。

　

５ 【特記事項】

該当事項はありません。
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